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菊野 一雄
学長
後援会名誉会長

希望を持って苦難を乗り越えましょう

　山梨英和学院は130周年を終え、大学は2年後に迫った20周年に向けて新たなスタートを切ろう
としていた2020年度、その矢先の4月3日に、新型コロナウイルスの感染が拡大し、入学式の中止と
「緊急クローズ宣言」を出さざるを得ない事態になりました。
　この未曽有の情況の中で困惑している学生の皆さんに対し、私は4月13日に「苦難（患難）から希
望へ」(新約聖書「ローマの信徒への手紙」からの引用」)と題したメッセージを送り、「私たちはこの危
機を、本学の建学の精神の中の“自修”を見つめ直す良い機会であると信じ、“希望”に向かって、手
に手を取りあって前に進んで行きましょう」と書きました。
　3月末には「山梨英和大学緊急対策本部」（本部長・学長）を設置し、新型コロナウイルス問題につ
いての対策を検討し始めると共に、4月18日には、教職員が一体となって、山梨英和大学を守り、維
持・発展するために、４つの基本方針（①教学の崩壊をきたさないこと、②学生や保護者の方々の不
安を払拭すること、③進路・就職への適切な情報の提供と対応策を明示すること、④上記１・２との
関連で、開講が遅れ、オンライン遠隔授業の実施に伴い、学生の皆さんの負担を軽減するため「自修
環境整備補助」として一律５万円の支給を図ること）を決めました。
　また、対面授業が不可能なため、教員による「遠隔授業プロジェクトチーム」を作り、オンライン遠
隔授業の方法についての調査や研究を進め、教員間で情報を交換し、授業の準備をすると共に、学
生の皆さんに対しては「遠隔授業学生サポートチーム」を作り、モバイルPCのセットアップ、自宅での
wifiでの接続、Google classroomや Meetの使い方のサポートを行い、5月初旬よりオンライン遠
隔授業を開始しました。
　5月4日には政府発表による緊急事態宣言延長の発表を受け、「山梨英和大学・緊急クローズ宣
言・Ver２」の6つの施策（①学生及び全関係者の来校を原則禁止、②５月７日からオンラインによる
学生関係行事及び授業を開始、③学生の部活動・サークルの禁止及び私的な活動の強い自粛要請、
④キャンパス内で行われるすべてのイベントの中止ないし延期、⑤全ての対面による会議体の中止な
いし延期、⑥教職員の自宅研修、日直制、オンラインによる自宅勤務）を公表しました。
　新しい遠隔授業の開始に当たり、5月11日には保護者の皆様に宛てた学長からのメッセージ（「学
生・院生の皆さんが学び続けるために」）を発信し、「遠隔授業への負担を軽くするため、4月23日に
は皆さんへ5万円をお渡し（銀行振込）すると共に、経済的苦境を軽減するためにも、学費を7月末へ
と1ケ月延期することを決定し、また、単年度限りの奨学金、自宅外通学学生支援、留学生支援、進
路・就職支援、アルバイト支援、マスクの提供などを検討中ですので、どうか、学生・院生の皆さんが
学び続け、絶対に辞めないようにご指導・ご援助賜りますよう、切にお願い申し上げます」と申し上
げました。
　６月に入り、充分な感染防止策を取った上で、20名以下の授業（ゼミや語学等）の対面授業も開始
しました。但し、後期からは、事情があってキャンパスに来れない場合も考慮し、「対面と遠隔のハイ
ブリッド型授業」を試行するつもりです。
　なお、７月３日にはコロナ対策のためにと同窓会から100万円の寄附をいただきました。
　4月以来、4か月の長きに亘って、教職員と学生の皆さんの大変な努力によって、危機的な情況の
中で何とか前期の授業を無事終了することができました。
　しかし、この間、学生の皆さんはいろいろと大変な苦労をされ、本当に辛く残念な日々を過ごされ
たことと思います。しかし、今こそ英知と勇気を持って、未来に向かって前進し、皆さんが心身ともに
健康を保ち、秋学期を迎えていただくこと願って止みません。
　苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生むということを信じて。

飯島 正敏
後援会長

いつも喜んでいなさい

　長い梅雨も明け、おひさまの日差しがまぶしい夏の到来をこれほど素直に喜べない時は今までに
なかったように思えます。
　私たちは今、経験したことのない「見えない敵との暮らし」に不安や恐怖を覚え、いつもの暮らし、
とはどのようなものだったのか忘れてさえいるような気持ちです。SNSには真偽の判断がつけ難い
情報があふれ、時にその波に飲み込まれてしまった誰かによってあらぬ噂話や批判が拡散され、ま
すます心労ばかりが募る状況を産み出しています。「見えない敵」は私達の身体を蝕むだけでなく、
心の中までも入りこみ、沢山のささくれを作り、痛みを与えているようです。
　私も弱い一人の人間として、出来ることは限られていますが「見えない敵との戦い」に立ち向かわ
なくてはいけません。しかし、決して忘れてはならない、と自身の心に留め置く言葉があります。

　　「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テサロニケの信徒への手紙Ⅰ 5章16－18節

　「コロナ禍」などと表現される現在においていつも「喜んでいる」こと、など到底無理ではないかと
いう気持ちが過分にあります。
　「禍」という漢字には、禍々しい、喜ばしくない、天災や難儀を被る、などの意味があります。病に罹
患し苦しむ方、その方のケアをする方々のご心労は耐え難いものでしょう。また経済的な打撃を受け
ている業種の方々、いつものように学校へ通えなくなった子ども達の落胆は推し量れない程辛く、厳
しいものでしょう。こんな現状に暮らす中「喜んでいる」なんて身勝手であり、不謹慎なのでしょう
か。
　今私は健康な心身を保つことが出来、私達の暮らしを守るべく「見えない敵」に対峙してくださる
方々の尽力により、安全に過ごすことが出来ます。毎日朝を迎えられることが出来ます。そのことに
「喜び」を感じます。今までは当たり前のように過ごしていた時間がすべて「喜びの中にあった」とい
うことを確認する機会を与えられました。私はこの「禍」に戦いを挑むのではなく、どのようにしたら
「共存」していくことが出来るのかについて思いを巡らしています。
　「禍」という漢字は「渦」という漢字に似ています。「自粛」という言葉を使い、誰かを傷付けたり、ま
るで警察のように誰かを取り締まるような行動は「禍」ではなく「渦」に巻き込まれてしまった一部の
誰かによる「喜べない」行為です。互いを思いやり、自身の出来る「禍」から身を守る行動を心掛ける
だけで「渦」から抜け出すことは出来るのです。
　私のように、時に自分勝手で弱いものでも祈りによって神様からの愛を感じ取り、活かされている
ことに感謝をする、神様はそんな私にも赦しを与えてくださるのだ、ということに大きな「喜び」があ
ります。
　もう今までのようには戻れない、新しい生活様式を、と盛んに言われています。しかし「喜んでい
ること」は以前とは何も変わらずこれからもずっと続けていけることです。

　ここに集うすべての皆様方とご一緒に、この「禍」における現在、「渦」に巻かれることなく、常に「喜
び」、「祈り」、「感謝」を持った毎日を送り続けていくことが出来たのなら幸いです。
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本学におけるキリスト教教育について・新任教員紹介

宗教主任　　洪　伊杓『ガラス玉演戯』の大学を夢見て

　息子の教育のために三回引っ越し、最後に学校の側に転居した「孟母三遷の教え」という言葉は

有名です。自分の子どもが恵まれた環境の中で教育を受けてほしいと願うすべての父母、保護者

の切なる心をよく表す物語です。ならば、富士山と南アルプス、秩父多摩甲斐国立公園に囲まれ、

美しい南ヨーロッパ風のアイボリー色の校舎が並ぶ山梨英和大学の環境は極めて理想的な教育

環境ではないでしょうか。

　今年4月、初めてこの大学のキャンパスに足を踏み入れた時、私はヘルマン・ヘッセの小説『ガ

ラス玉演戯』(Das Glasperlenspiel)を思い浮かべました。山梨県はそこに登場するユートピアである「カスタリーエン州」

を、そして山梨英和大学は主人公ヨーゼフ・クネヒトが進学した学校「ヴァルトツェル」(「森の部屋」の意味)を連想させまし

た。

　ヘッセがこの作品を書いた時期は、人間の尊厳性を否定する第2次世界大戦の最中(1943年)でした。惨めな時代だから

こそ人間が夢見る理想郷(プラトンのイデア世界)をヘッセは描いたのです。200年後の未来を想像しながらヨーロッパ中部

に知性人のための安全な研究の場として建設された「カスタリーエン州」。ここの人々は研究者(教師)や学生、修道者であり、

全ての費用は外部から提供され、生活は徹底した禁欲と倹約が求められました。彼らは何の制約もないまま音楽、哲学、瞑

想、文学、歴史、論理学、数学などのあらゆる学芸の境界を自由に乗り越えながら没頭しました。この町の責任者は「遊戯の名

人」(magister ludi)と呼ばれ、その下に12名の各分野の名人がいて若い人材を育てていました。この学校では純粋な真理

への探究のみ求められ、お金、名誉、権力などの世俗的な欲望を目標とする人々はそこを去ることになります。

　キリスト教世界としての中世ヨーロッパの教育は、出世や成功を目指す世俗的な教育機関というよりはキリスト教を伝える

役割を果たしました。キリスト教をまだ受け入れていない異教徒たちにその教えを伝えるため、基本的な3R(Reading, 

writing, arithmetic)の教育を行ないました。そして修道院を中心に自給自足の共同生活によって学校も体系化されていき

ました。そこで古典の筆写本を生産し、保存したのが現代の図書館の出発点です。この学校を中心に「スコラ哲学」が盛んに

なり、これが「大学」に転換されます。それは騎士教育、徒弟教育を経て、都市の発達から生じた匠人組合の教育へとつなが

り、12世紀になるとイタリア・ボローニャ大学やフランス・パリ大学などが誕生し、近現代の大学の原点となりました。大学の

語源である「universitas」という単語も組合を意味する「guild」や「cooperation」から由来したもので、理想社会のモデル

としての「大学」が持つべき共同体的な性格をよく示しています。 このように「大学」の歴史は中世ヨーロッパのキリスト教的

な理想郷の建設がその誕生と発展の原動力になりました。まさにヘッセが描いた「カスタリーエン州」や「ヴァルトツェル」に

つながります。

　現時代の大学教育における「良い教育」とは、この世に出て成功する教育かもしれません。良い評判の仕事や高い給料を

もらうことです。しかし、キリスト教の伝統における大学教育はそれとは反対の方向に向かっています。目に見えない社会の

陰を照らすための働き。自らを放棄する献身、奉仕する仕事。旧約聖書に「若者を歩むべき道の初めに教育せよ。年老いても

そこからそれることがないであろう」(箴言22:6)と記されているように、欲望の奴隷になるよりも神の真理を探究し、一人の

人間として正しい道を歩んで行くための知恵を学ぶこと、それがキリスト教的教育の最も重要な本質であります。

　「遊戯」(ludi)の語幹「lud‐」は「娯楽」と「学校」という二つの意味を持っています。キリスト教が発展させて来た学校、特に

大学における活動は「娯楽」、「遊戯」、「演戯」でもあることを改めて感じます。「天才は努力家に勝てないし、努力する人は楽

しむ人に勝てない」という言葉を聞いたことがあります。大変な時期にヘッセが『ガラス玉演戯』を執筆したように、新型ウイ

ルスによって苦しい時期が続く今、山梨英和大学の学生と教職員が楽しく遊戯する学びの場として通えるようになることを

願っています。
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宗教主任　　洪　伊杓『ガラス玉演戯』の大学を夢見て

　息子の教育のために三回引っ越し、最後に学校の側に転居した「孟母三遷の教え」という言葉は

有名です。自分の子どもが恵まれた環境の中で教育を受けてほしいと願うすべての父母、保護者

の切なる心をよく表す物語です。ならば、富士山と南アルプス、秩父多摩甲斐国立公園に囲まれ、

美しい南ヨーロッパ風のアイボリー色の校舎が並ぶ山梨英和大学の環境は極めて理想的な教育

環境ではないでしょうか。

　今年4月、初めてこの大学のキャンパスに足を踏み入れた時、私はヘルマン・ヘッセの小説『ガ

ラス玉演戯』(Das Glasperlenspiel)を思い浮かべました。山梨県はそこに登場するユートピアである「カスタリーエン州」

を、そして山梨英和大学は主人公ヨーゼフ・クネヒトが進学した学校「ヴァルトツェル」(「森の部屋」の意味)を連想させまし

た。

　ヘッセがこの作品を書いた時期は、人間の尊厳性を否定する第2次世界大戦の最中(1943年)でした。惨めな時代だから

こそ人間が夢見る理想郷(プラトンのイデア世界)をヘッセは描いたのです。200年後の未来を想像しながらヨーロッパ中部

に知性人のための安全な研究の場として建設された「カスタリーエン州」。ここの人々は研究者(教師)や学生、修道者であり、

全ての費用は外部から提供され、生活は徹底した禁欲と倹約が求められました。彼らは何の制約もないまま音楽、哲学、瞑

想、文学、歴史、論理学、数学などのあらゆる学芸の境界を自由に乗り越えながら没頭しました。この町の責任者は「遊戯の名

人」(magister ludi)と呼ばれ、その下に12名の各分野の名人がいて若い人材を育てていました。この学校では純粋な真理

への探究のみ求められ、お金、名誉、権力などの世俗的な欲望を目標とする人々はそこを去ることになります。

　キリスト教世界としての中世ヨーロッパの教育は、出世や成功を目指す世俗的な教育機関というよりはキリスト教を伝える

役割を果たしました。キリスト教をまだ受け入れていない異教徒たちにその教えを伝えるため、基本的な3R(Reading, 

writing, arithmetic)の教育を行ないました。そして修道院を中心に自給自足の共同生活によって学校も体系化されていき

ました。そこで古典の筆写本を生産し、保存したのが現代の図書館の出発点です。この学校を中心に「スコラ哲学」が盛んに

なり、これが「大学」に転換されます。それは騎士教育、徒弟教育を経て、都市の発達から生じた匠人組合の教育へとつなが

り、12世紀になるとイタリア・ボローニャ大学やフランス・パリ大学などが誕生し、近現代の大学の原点となりました。大学の

語源である「universitas」という単語も組合を意味する「guild」や「cooperation」から由来したもので、理想社会のモデル

としての「大学」が持つべき共同体的な性格をよく示しています。 このように「大学」の歴史は中世ヨーロッパのキリスト教的

な理想郷の建設がその誕生と発展の原動力になりました。まさにヘッセが描いた「カスタリーエン州」や「ヴァルトツェル」に

つながります。

　現時代の大学教育における「良い教育」とは、この世に出て成功する教育かもしれません。良い評判の仕事や高い給料を

もらうことです。しかし、キリスト教の伝統における大学教育はそれとは反対の方向に向かっています。目に見えない社会の

陰を照らすための働き。自らを放棄する献身、奉仕する仕事。旧約聖書に「若者を歩むべき道の初めに教育せよ。年老いても

そこからそれることがないであろう」(箴言22:6)と記されているように、欲望の奴隷になるよりも神の真理を探究し、一人の

人間として正しい道を歩んで行くための知恵を学ぶこと、それがキリスト教的教育の最も重要な本質であります。

　「遊戯」(ludi)の語幹「lud‐」は「娯楽」と「学校」という二つの意味を持っています。キリスト教が発展させて来た学校、特に

大学における活動は「娯楽」、「遊戯」、「演戯」でもあることを改めて感じます。「天才は努力家に勝てないし、努力する人は楽

しむ人に勝てない」という言葉を聞いたことがあります。大変な時期にヘッセが『ガラス玉演戯』を執筆したように、新型ウイ

ルスによって苦しい時期が続く今、山梨英和大学の学生と教職員が楽しく遊戯する学びの場として通えるようになることを

願っています。

雨ニモマケズ、風ニモマケズ

　昨年度まで学生サービス部として統合されていた学生対応の窓口が、今年度から教務部、学生部、進路部に分割されまし

た。これを受けて、これまで学生サービス部で担ってきた様々な業務の内、学生部では奨学金関連や課外活動など、学生生

活の中で授業に関連しない様々な活動の支援を行なっています。ところが、学生部は発足すると同時に、新型コロナウィルス

感染症（C O V I D-19）の拡大という大きな問題に直面することになりました。

　感染拡大を防ぎつつ、同時に、生活面での様々な不安や問題を軽減すべく、学生部では学生に対する様々な情報提供や相

談への対応を行なってきました。4月のクローズ宣言を受けて、課外活動も原則禁止となっていましたが、その一方でそれが

あまりにも長続きすると、一人で生活することに不安を覚えたり、あたかも社会から切り離されてしまったかのような感覚を

覚えるケースも出てくる可能性もあります。そこで、感染拡大の状況を注視しながら、限定的ではあっても可能な限り課外活

動が実施できるよう工夫を重ねており、現在では少人数の課外活動であれば、十分な感染拡大防止策を講じた上で、許可で

きるようになっています。それと同時に、学生相談室や保健室では、常にスタッフが学生の様子に気を配り、きめ細やかな相

談への対応を行なっています。そして、消毒や三密の回避を徹底してきたこともあり、今日まで、学生が安心してキャンパス

を使用することのできる体制は維持されています。

　その一方で、例年後期に実施している紅楓祭については、今年度は中止が決定していることもお知らせしなければなりま

せん。学生にとっては年一度の大きなイベントですし、日頃の疲れを癒し、親睦を深める良い機会となってきました。そしてま

た、声優トークショーなどの大きなイベントを通じて、紅楓祭は学外の方にも本学の良さを知っていただく場にもなってきま

した。しかしながら、新型コロナウィウルスは未だ過去のものとはなっておらず、第１波の次には第２、第３と次々に波が押し寄

せてくる状況を考え、また県内の他大学の状況も踏まえた上で、今回の苦渋の決断へと至りました。

　そしてまた、直接的な感染拡大防止策に取り組んできただけではなく、本学では経済面での支援策にも、いち早く取り組

んできました。まずはオンライン授業の導入に伴う準備として、本学の学生には一律で支援金を給付していますし、日本学生

支援機構の奨学金など、今年度制定された様々な公的支援策についての情報も提供してきました。今年度は例年と比較して

も奨学金に申請してくる学生の数が増えていますが、やはり新型コロナウィルスの影響は、このような部分にも如実に現れる

のだと実感しています。今後とも、学生が安心して大学での学びを継続できる環境の整備に取り組んでいきたいと考えてい

ます。

　宮沢賢治が手帳に「雨ニモマケズ」と記したのは1931年のことだったと言われています。手帳に残されたメモ書きのよう

な一連の記述がよく知られるようになり、そしてまた90年あまりたった今でも人々の心に宿り続けているのも、「困難に負け

ず、決して奢らず、あるがままに生きる」というメッセージが、決して過去の遺物になる事はないということを意味しているの

だと思います。そしてまた、そのメッセージに宿るやさしい眼差しは、本学の建学の精神にも通じるものがあるのではないか

と考えています。本学の「やさしさ」や「暖かさ」は、これまでも多くの学生を支えてきたと思いますが、このような時だからこ

そ、なおのことそれが学生を支え、困難な状況に立ち向かう勇気の糧となっているのではないかと思えるのです。学生部は、

何よりもこの「やさしさ」と「暖かさ」を大切にして、これからも学生と向き合っていけたらと考えています。

学生部

学生部担当長　　山本  明歩
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教務部

コロナと共生しながら学び続ける

　２０２０年度は新型コロナウイルス感染症のニュースから始まり、後期の開始を迎えようとする現時点でも収束する兆しが
見えず、むしろ日本全国及び山梨県内でも拡大の傾向となっています。本学においても、３月の卒業式中止、４月の入学式中
止、オリエンテーションの中止等々、ほぼ全ての行事を中止せざるを得なくなりました。
　本来であれば新たに新入生を迎えキャンパスにて新年度の授業を開始するはずであった４月は、授業開始の見送りを決定
し入構を制限する物々しい雰囲気となりました。そのような状況の中で学生の健康を守りつつ授業を開始するようさまざま
な検討を重ね、５月の連休明けからの遠隔授業（オンライン授業）開始を決定しました。
　幸い本学は従来から全学生へのノートPC（Mac Book Air）貸与及びGoogleメールアドレスの発行を行っていたため、遠
隔授業への環境は整っている状況でした。それに加えて遠隔授業におけるWeb上の仮想教室となるGoogle Classroom
の使用について全教員が準備し、これまで体験したことのない状況である遠隔授業を開始しました。学生の皆様、特に新１年
生には、大きなご負担をお掛けしたことかと思いますが、学生と教職員がお互いに協力し合いながら手探りで遠隔授業を進
めることとなりました。それに伴い、遠隔授業の必要条件となるご自宅のインターネット環境を整備していただくため、自修
環境整備補助費用として全学生５万円の支給を行いました。また、学内においても多くの学生が同時にインターネット接続
可能となるよう、既設済みの学内無線LAN環境の強化を行いました。
　６月からは、少人数クラスに限定して学内へ通学しての対面授業を段階的に開始し、感染症対策に留意しながら教室での
授業を実施しました。同時に、人数制限はありますが、図書館利用が許可されました。通常と比較するとまだまだ少ない人数
ですが、学内で講義を受講する学生の姿を見て大学としての喜びを感じました。
　９月下旬の後期授業実施方法を検討するにあたり、７月に学生及び教員へ「遠隔授業実施アンケート」を実施し、現状と課
題を把握させていただきました。アンケート結果につきましては後述しますのでご覧ください。アンケート結果や諸条件を踏
まえ検討した結果、本学は後期の授業について遠隔授業での実施を基本とし、ゼミナール科目や実験・実技・演習科目など
の少人数クラスに限定して対面授業を実施することを決定いたしました。
　学生の健康を守りながらキャンパスでの学びも維持する、つまりは、感染症拡大を防ぎつつ少しずつ対面授業を実施する
こととなります。遠距離通学や健康上の問題から本学キャンパスへの通学に支障のある学生については、対面での授業を自
宅から遠隔参加の形で可能となるよう対応する予定です。また、遠隔授業と対面授業が同日に予定される場合は通学時間が
確保できないことから、学内にて遠隔授業を受講できるよう対応する予定です。前期に引き続き後期につきましても、履修登
録期間など大学スケジュールの変更などを行い、大学での学びを模索します。大規模イベントとなる１１月の学園祭について
は残念ながら中止を決定し、サークルなどの課外活動についても後期は引き続き活動制限が継続となります。学生及び保護
者の皆様に引き続きご協力をいただく必要がありますが、どうぞご理解いただきますようお願いいたします。
　このような状況ではありますが、本学では２０２０年度入学生から新カリキュラムを開始し、これまでのサイコロジカル・サー
ビス【人間・心理】、グローバル・スタディーズ【文化・国際】、メディア・サイエンス【情報】の３つの領域科目を基盤にして、以下
の６種類のプログラムを設定しました。

１　公認心理師課程プログラム ４　ICTプログラム
２　司書課程プログラム ５　日本語教師養成プログラム
３　英語強化プログラム ６　山梨地域コーディネーター養成プログラム

　学生は自身の主とする領域を中心に、興味のあるプログラムの修了にチャレンジしていくこととなります。
　さらには全学年においてゼミナールを必修化しました。初年次から演習形式にて大学での学びを身に着け、学年が上がる
につれて専門領域への学び、卒業論文のレベルへと進むことで学びの仕上げを行います。
　また、授業実施時間を従来の８０分１６週から９５分１４週へ変更し、これまで以上の総授業時間を確保しつつゆとりを持った
学年暦としました。従来の授業方法だけではなく、討論やプレゼンテーション、グループ学習など、アクティブラーニング（学
生の主体的・協働的な学びを促進できる授業）を推進し、たとえオンライン授業であっても、教育効果を高めることを目指し
ます。
　誰もが想像しえなかった新型コロナウイルス感染症の脅威と共生しながらも、大学で学ぶことの意味、限られた状況の中
でも出来ること、やるべきことを考え続けることの出来る学生となってもらえるために、本学は存在します。学生一人一人が
山梨英和学院を構成する一部であるということに意義を感じることができるよう、本学での学びを継続してもらいたいと思
います。

教務部担当長　　渡辺  信二
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教務部

コロナと共生しながら学び続ける

　２０２０年度は新型コロナウイルス感染症のニュースから始まり、後期の開始を迎えようとする現時点でも収束する兆しが
見えず、むしろ日本全国及び山梨県内でも拡大の傾向となっています。本学においても、３月の卒業式中止、４月の入学式中
止、オリエンテーションの中止等々、ほぼ全ての行事を中止せざるを得なくなりました。
　本来であれば新たに新入生を迎えキャンパスにて新年度の授業を開始するはずであった４月は、授業開始の見送りを決定
し入構を制限する物々しい雰囲気となりました。そのような状況の中で学生の健康を守りつつ授業を開始するようさまざま
な検討を重ね、５月の連休明けからの遠隔授業（オンライン授業）開始を決定しました。
　幸い本学は従来から全学生へのノートPC（Mac Book Air）貸与及びGoogleメールアドレスの発行を行っていたため、遠
隔授業への環境は整っている状況でした。それに加えて遠隔授業におけるWeb上の仮想教室となるGoogle Classroom
の使用について全教員が準備し、これまで体験したことのない状況である遠隔授業を開始しました。学生の皆様、特に新１年
生には、大きなご負担をお掛けしたことかと思いますが、学生と教職員がお互いに協力し合いながら手探りで遠隔授業を進
めることとなりました。それに伴い、遠隔授業の必要条件となるご自宅のインターネット環境を整備していただくため、自修
環境整備補助費用として全学生５万円の支給を行いました。また、学内においても多くの学生が同時にインターネット接続
可能となるよう、既設済みの学内無線LAN環境の強化を行いました。
　６月からは、少人数クラスに限定して学内へ通学しての対面授業を段階的に開始し、感染症対策に留意しながら教室での
授業を実施しました。同時に、人数制限はありますが、図書館利用が許可されました。通常と比較するとまだまだ少ない人数
ですが、学内で講義を受講する学生の姿を見て大学としての喜びを感じました。
　９月下旬の後期授業実施方法を検討するにあたり、７月に学生及び教員へ「遠隔授業実施アンケート」を実施し、現状と課
題を把握させていただきました。アンケート結果につきましては後述しますのでご覧ください。アンケート結果や諸条件を踏
まえ検討した結果、本学は後期の授業について遠隔授業での実施を基本とし、ゼミナール科目や実験・実技・演習科目など
の少人数クラスに限定して対面授業を実施することを決定いたしました。
　学生の健康を守りながらキャンパスでの学びも維持する、つまりは、感染症拡大を防ぎつつ少しずつ対面授業を実施する
こととなります。遠距離通学や健康上の問題から本学キャンパスへの通学に支障のある学生については、対面での授業を自
宅から遠隔参加の形で可能となるよう対応する予定です。また、遠隔授業と対面授業が同日に予定される場合は通学時間が
確保できないことから、学内にて遠隔授業を受講できるよう対応する予定です。前期に引き続き後期につきましても、履修登
録期間など大学スケジュールの変更などを行い、大学での学びを模索します。大規模イベントとなる１１月の学園祭について
は残念ながら中止を決定し、サークルなどの課外活動についても後期は引き続き活動制限が継続となります。学生及び保護
者の皆様に引き続きご協力をいただく必要がありますが、どうぞご理解いただきますようお願いいたします。
　このような状況ではありますが、本学では２０２０年度入学生から新カリキュラムを開始し、これまでのサイコロジカル・サー
ビス【人間・心理】、グローバル・スタディーズ【文化・国際】、メディア・サイエンス【情報】の３つの領域科目を基盤にして、以下
の６種類のプログラムを設定しました。

１　公認心理師課程プログラム ４　ICTプログラム
２　司書課程プログラム ５　日本語教師養成プログラム
３　英語強化プログラム ６　山梨地域コーディネーター養成プログラム

　学生は自身の主とする領域を中心に、興味のあるプログラムの修了にチャレンジしていくこととなります。
　さらには全学年においてゼミナールを必修化しました。初年次から演習形式にて大学での学びを身に着け、学年が上がる
につれて専門領域への学び、卒業論文のレベルへと進むことで学びの仕上げを行います。
　また、授業実施時間を従来の８０分１６週から９５分１４週へ変更し、これまで以上の総授業時間を確保しつつゆとりを持った
学年暦としました。従来の授業方法だけではなく、討論やプレゼンテーション、グループ学習など、アクティブラーニング（学
生の主体的・協働的な学びを促進できる授業）を推進し、たとえオンライン授業であっても、教育効果を高めることを目指し
ます。
　誰もが想像しえなかった新型コロナウイルス感染症の脅威と共生しながらも、大学で学ぶことの意味、限られた状況の中
でも出来ること、やるべきことを考え続けることの出来る学生となってもらえるために、本学は存在します。学生一人一人が
山梨英和学院を構成する一部であるということに意義を感じることができるよう、本学での学びを継続してもらいたいと思
います。

教務部担当長　　渡辺  信二

カリキュラム改革等について【遠隔授業実施アンケート結果】（教務部まとめ）
　コロナウイルス感染拡大防止のため、前期授業については５月１４日（木）から遠隔授業にて実施しました。本学では
Google Classroomを使用し、学生の通信環境に配慮しながらリアルタイム双方向通信（Google MEET使用）や課題配信
型授業を行いました。全学生を対象に行ったアンケート結果について、一部をご紹介します。（アンケート結果全体について
は、全学生へポータルシステムにて配信しました）

実施期間：２０２０年７月２０日（月）～２６日（日）
実施方法：Google FormによるWeb実施
回答率：４７.７％

《遠隔授業のメリット》　※自由記述回答を一部校訂の上抜粋
・単純にウイルス感染の心配をしながら授業を受けなくて済むので、心身ともに楽である。仮に通学しても感染予防のため窓を開け放すと
思うので、冷暖房が効かずに過ごしにくいのではと思う。（１年生）
・全面的にオンラインなため、あまり躊躇せず質問ができる。時間にゆとりがある。個人空間で授業できるので疲れにくい。（２年生）
・通学時間を節約できる。自分のスケジュールと調整することができる。（１年生）
・通常の講義だと理解速度の違いで置いていかれることが多く、わからないことが出てくるが、遠隔授業だと理解の速度が違ったとしても、
スライドや説明を見直す、聞き直すなどがしやすくなり、また、質問をする際にも他の受講生の目を気にせずにできる。（３年生）
・匿名のため、恥ずかしさをあまり感じることなく質問することができると思う。また、登下校の時間が無いため、すぐに復習と課題に取り掛
かる事ができる。また、次の授業に移る動作がスムーズなため、時間制限に焦ってしまうことが少ないと思う。（１年生）
・ネットは疲れるので、対面授業の方が好きですが、周りに人がいない事で、気が散らないで自分の考えを深くすることができる。（３年生）
・気持ちが落ち着いて、質問や自分の意見が述べやすい。（４年生）

《遠隔授業のデメリット》　※自由記述回答を一部校訂の上抜粋
・音声や映像が途切れることがある。（３年生）
・友達と情報を共有しづらい面がある。（１年生）
・課題が多くなりすぎる事。複数の課題の提出日がかさなることが多く、時間の余裕がない。また、パソコンの画面を長時間見続けることで
視力の低下もある。（２年生）
・グループワークも必要だと思う。（１年生）
・充電が切れてしまったり、電波の状況によって授業についていくことができなく不便に思う時があるが、質問などを通してバックアップして
いただければ問題はない。（１年生）
・機械に強くないので、基本的な操作で困る時がある。目が光等に弱いので、パソコン作業が負担になる時がある。(ブルーライトカットメガ
ネを使用しているが、それでも予防しきれない)（１年生）
・明らかに対面授業よりも授業を受ける上でのストレスが多い。著作物に厳しい資料はネット上で配信できないため、遠隔では学習を深め
ることに限界のある授業がある。仕方の無いことだと思うが、対面授業よりも授業の質が下がってしまうこと。（２年生）
・質問がしにくい。特に課題配信型の授業だと、重要なところがどこなのかよくわからない。（４年生）

●容量無制限の通信を利用できる
●月50GB程度を速度制限無しで
　利用できる
●月20GB程度を速度制限無しで
　利用できる
●月10GB程度を速度制限無しで
　利用できる
●月5GB程度を速度制限無しで
　利用できる
●わからない

●安定している
●時折電波が弱い
●時折つながらなくなる
●頻繁につながらなくなる

●強くそう思う
●そう思う
●どちらともいえない
●そう思わない
●全くそう思わない

●遠隔授業の方が質問しやすい
●対面授業と全く変わらない
●対面授業とあまり変わらない
●遠隔授業は質問しづらい
●いずれでも質問しない

36.2%
13.1%

50.4%

19.9%

64.5%

32.6% 12.6%

16%
31.9%

31.2%

20.6%

35.8%

1. 毎月の通信容量 2. 受講時の通信環境

3. 遠隔授業だから得られるものがある 4. 対面授業 (１年生は高校までの授業と )比較して、
　質問のしやすさについて

（設問の一部を抜粋）
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22卒 進路クラスの画面

進路部

進路部の発足とオンラインによる指導・支援

　今年度、学生サービス部の一部門だった進路係が独立して、「進路部」として新たに発足した。教員組織から担当長、事務組
織から次長・係員・キャリアコンサルタント、計４人によって構成されている。私は山梨県出身で在住者でもあり、県内高校の
在職時に９年間にわたり就職指導を担当した。その間、多くの県内企業を訪問し、人事担当者と交流してきた。高校に限定さ
れてはいるが、その経験を大学でも活かしたいと考えている。
　この二十年の間、グローバリズムの拡大と共に、非正規雇用が増大し、若者の雇用を巡る状況は大きく変化してきた。大学
生の就職状況も流動化している。大学は専門的な知識や能力を授ける高等教育機関であるが、その一方で近年は、「職場や
地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」いわゆる「社会人基礎力」の育成も求められている。
2011年4月「大学設置基準」に「第42条2」項が新設され、「大学は、当該大学及び学部等の教育上の目的に応じ、学生が卒
業後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導を通じて培
うことができるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な体制を整えるものとする。」と明記された。大学教育に対
する社会の要求、現実社会と雇用環境の変化、新しい設置基準への対応のために、本学でも今年度から新しい組織として進
路部が設置されたのである。
　新年度からの進路部の業務のために準備を進めていたが、２月頃から新型コロナウィルスによる危機が顕在化していっ
た。本学でも４月３日に「緊急クローズ」宣言が出され、「学生、教職員、及び全ての関係者の安全、そして健康と命を守る」こと
が第一の目標となり、大学はクローズ状態になり、学生の登校や対面での指導は原則的に不可能となった。本学では学生全
員がノートブックPCを貸与されて、ICTスキルも持っている。昨年度末に学内のWi-Fi環境も最新の設備にリプレースされて
いた。学生の通信環境についての不安はあったが、オンラインでの送受信は可能だと判断され、オンライン遠隔授業へ移行
する指針が出された。
　進路に関する年間計画は旧年度中に作成されていたが、当然、学内での対面を前提としたものである。就職活動は継続し
ていかなければならないので、オンライン化が進路部の緊急の課題となった。進路指導支援には大きく分けて、年次学生全
員に対するガイダンスや講座と学生一人ひとりに対する個別の指導や相談がある。この二つに対応するために、Googleの
「G Suite for Education」という教育支援プラットフォームの「Classroom」という授業支援と「Meet」というテレビ会議シ
ステムの導入を検討した。進路部の職員でMeetによる面談のシミュレーションをした結果、充分に使えるという感触を得た。
また、進路ガイダンス等は授業という性格を持つので、「Classroom」が活用できると判断した。
　何よりも４年次学生（2021年３月卒業予定）に対する個別の指導支援が最優先の課題だった。彼らは就活の真っ最中であ
る。これまでの就活の状況が一変し、様々な困難や不安を抱えていた。すみやかな支援が必要だと考え、４月１３日に「進路に
関わる指導・面談等は、原則として、本学のオンラインプラットフォームを活用する」「緊急性や必要性のある場合に限って本
学に登校しての指導・面談等を行う」という方針を学生に配信した。
　それ以降、月曜日から金曜日までの毎日、二人の職員が分担して、Meetを使ったオンラインによる進路相談、履歴書やエ
ントリーシートの作成、模擬面接を行う体制を築いた。（現在まで延べ件数で10０件に達している）また、「Classroom」を使っ
て、４年次学生と３年次学生（2022年３月卒業予定）に対して各 「々進路ガイダンスクラス」を設置して、進路ガイダンス・講
座、各種案内、進路調査等をオンライン上で実施する体制も構築した。（現在、４年次９９名、３年次１３2名と学生の９割以上が
登録している）
　４年次学生に対する選考が６月から始まり、内定も出されるようになったが、内定率は昨年度より低下し、本学生も厳しい事
態に直面していた。職員が分担して、学内メールやClassroomの配信機能を使って連絡し、個別に学生の状況や要望を把握
していった。オンラインでなく対面での相談を求める学生が一定数いることが分かった。国の緊急事態宣言の全国解除を受
け、本学でもクローズ宣言が一旦解除され、６月から緊急対応のレベルが若干引き下げられたことを受けて、7月22日に甲府
新卒応援ハローワーク（ヤングハローワーク）と連携して、対面による学内就職相談会を開催し、ジョブサポーター２名による
求人の紹介や斡旋を行った。「三密」を避けるために、１教室に学生１人・ハローワーク職員１人、防護用のシート設置、マスク

やフェイスシールドの着用と感染防止に努めた。９人の参加学生が対面による個別相談は有効だと述べていたので、その後
も、毎週水曜日午後、希望者に対して甲府新卒応援ハローワークの職員による個別相談を継続している。今後も、４年次学生
に対しては、一人ひとりの状況を把握し、きめ細かく指導して内定につなげていきたい。
　３年次学生（22卒学生）の就活は例年６月頃からスタートする。コロナ禍においてもそれを遅らせることはできない。6月
24日、３年次学生に対する第1回就職ガイダンスをオンラインで開催した。受講者数は96人と例年よりはるかに多い数だっ
た。その際の学生の振り返りの文章を紹介したい。

・初めて就職というものに対して考えるきっかけになったガイダンスでした。昨今の感染症の影響もあり、私の
就職活動は一体どうなってしまうのだろうか、という心配がとても強いものの、心配以上にまず自分をしっか
り見つめ直さなければならないです。
・就職活動は自己理解をきちんとした上で企業研究をするのが重要だと今日の受講を通して考えた。今日の話
にもあったように、幅広い視点で企業を見ることが自分の視野を広げられたり自分の成長にも繋がったりす
る。
・熟考する力、その過程、そして考えを他者に伝える力が就職活動においても重要な能力の一つだと学びまし
た。日頃、専門ゼミなどを通して論文や小説、社会問題に触れていますが、これまで以上に多角的な視点から
物事を深く考えるように意識し、発言していこうと思いました。

　学生の就活に対する真摯な声が伝わってくる。提出した学生全員に対して、進路部の職員3名が分担してコメントを書いて
返信した。このような地道なフィードバック作業が学生との信頼関係を構築すると考えている。コロナ危機ではあるが、オン
ラインへのシフトは、結果的に、参加学生数の増加をもたらした。最近の学生はアルバイトで放課後も忙しい。リアルタイム
での参加が不可能なことも多く、参加が少ない状況が続き、進路指導や支援が徹底できないという問題があった。その状況
から脱出できたことは、コロナ禍の中のせめてもの幸いとも言えよう。
　今後は、コロナ禍の長期化を想定して、進路情報の整理と管理をオンラインシステムに移行し、ペーパーレス化をさらに進
め、就職が厳しくなる状況へ対応するために、求人開拓を積極的、計画的に行いたい。また、本学の教育内容、新カリキュラム
で導入された6つのプログラム、山梨英和大学生の思考力・表現力やICTスキル、専門的な知識や能力について、企業や行
政、地域社会に広く伝えていきたい。

進路部担当長　　小林  一之
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関わる指導・面談等は、原則として、本学のオンラインプラットフォームを活用する」「緊急性や必要性のある場合に限って本
学に登校しての指導・面談等を行う」という方針を学生に配信した。
　それ以降、月曜日から金曜日までの毎日、二人の職員が分担して、Meetを使ったオンラインによる進路相談、履歴書やエ
ントリーシートの作成、模擬面接を行う体制を築いた。（現在まで延べ件数で10０件に達している）また、「Classroom」を使っ
て、４年次学生と３年次学生（2022年３月卒業予定）に対して各 「々進路ガイダンスクラス」を設置して、進路ガイダンス・講
座、各種案内、進路調査等をオンライン上で実施する体制も構築した。（現在、４年次９９名、３年次１３2名と学生の９割以上が
登録している）
　４年次学生に対する選考が６月から始まり、内定も出されるようになったが、内定率は昨年度より低下し、本学生も厳しい事
態に直面していた。職員が分担して、学内メールやClassroomの配信機能を使って連絡し、個別に学生の状況や要望を把握
していった。オンラインでなく対面での相談を求める学生が一定数いることが分かった。国の緊急事態宣言の全国解除を受
け、本学でもクローズ宣言が一旦解除され、６月から緊急対応のレベルが若干引き下げられたことを受けて、7月22日に甲府
新卒応援ハローワーク（ヤングハローワーク）と連携して、対面による学内就職相談会を開催し、ジョブサポーター２名による
求人の紹介や斡旋を行った。「三密」を避けるために、１教室に学生１人・ハローワーク職員１人、防護用のシート設置、マスク

やフェイスシールドの着用と感染防止に努めた。９人の参加学生が対面による個別相談は有効だと述べていたので、その後
も、毎週水曜日午後、希望者に対して甲府新卒応援ハローワークの職員による個別相談を継続している。今後も、４年次学生
に対しては、一人ひとりの状況を把握し、きめ細かく指導して内定につなげていきたい。
　３年次学生（22卒学生）の就活は例年６月頃からスタートする。コロナ禍においてもそれを遅らせることはできない。6月
24日、３年次学生に対する第1回就職ガイダンスをオンラインで開催した。受講者数は96人と例年よりはるかに多い数だっ
た。その際の学生の振り返りの文章を紹介したい。

・初めて就職というものに対して考えるきっかけになったガイダンスでした。昨今の感染症の影響もあり、私の
就職活動は一体どうなってしまうのだろうか、という心配がとても強いものの、心配以上にまず自分をしっか
り見つめ直さなければならないです。
・就職活動は自己理解をきちんとした上で企業研究をするのが重要だと今日の受講を通して考えた。今日の話
にもあったように、幅広い視点で企業を見ることが自分の視野を広げられたり自分の成長にも繋がったりす
る。
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での参加が不可能なことも多く、参加が少ない状況が続き、進路指導や支援が徹底できないという問題があった。その状況
から脱出できたことは、コロナ禍の中のせめてもの幸いとも言えよう。
　今後は、コロナ禍の長期化を想定して、進路情報の整理と管理をオンラインシステムに移行し、ペーパーレス化をさらに進
め、就職が厳しくなる状況へ対応するために、求人開拓を積極的、計画的に行いたい。また、本学の教育内容、新カリキュラム
で導入された6つのプログラム、山梨英和大学生の思考力・表現力やICTスキル、専門的な知識や能力について、企業や行
政、地域社会に広く伝えていきたい。

進路部担当長　　小林  一之
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「距離をとる」中での実践
　新型ウイルスによって私たちの生活は変わりました。感染
が拡大していったこの半年の間、これまで経験したことのな
かった「距離をとる」ということを、自らと他者を守るために
余儀なくされました。しかしキャンパスに学生が集うことが
ないままに過ぎた2020年度の前半期は、「距離をとる」こと
で、チャペルセンターの働きとは何かを再確認する機会とも
なりました。
　建学以来守り続けているチャペルアワー（大学礼拝）を学
生・教職員が集って執り行うことはできませんでしたが、ウェ
ブサイトで配信する「チャペルメッセージ」に変えることで、
学生・教職員の他にも多くの方に読んでいただけるようにし
ました。また例年5月に実施しているキリスト教教育週間は、
3回の動画メッセージをYouTube配信し、学外に開かれた形
で実施することができました。
　学生の活動においては、2015年以来継続して行なってい
るフードバンク山梨への支援を絶やさないように、ボラン
ティアサークルのメンバーを中心とし、食の支援を必要とす
るご家庭へ、手紙や紙石鹸などを添えてパックご飯を寄付し
ました。学生は、直接会うことができなかった中、リモート会
議を重ね、アイディアを出し合い、時間をかけて具体的な方法

を探りました。また休校中のこどもの貧困の現状に目を向
け、応援の思いを活動に反映させました。
　8月にはSNS企画として、Twitterを用い、“私の考える平
和とは”をテーマとし、学生たちが投稿を続けました。禍の中
だからこそ、改めて考えさせられた日常としてある「平和」の
尊さ。SNS上で率直な考えを発信することは、そうした平和
について思いを深めるだけでなく、他者の意見を知り、受け
入れ、学ぶ機会にもなったという感想が寄せられました。
　山梨英和の建学の精神の実践する場の一つであるチャペ
ルセンターは、今後も新し
い形を創り出していくこと
でしょう。その挑戦がどの
ような結果をもたらすの
か、いまはまだ見えません
が、物事の価値や意味を
「距離をとって」吟味し、工
夫を凝らし、主が平安を備
えてくださることを祈りな
がら、歩みを進めたいと思
います。

宗教主任補佐　大久保 絹

チャペルセンター

利用しやすい相談室を求めて
　今期、カウセリングやグループイベントを通じて1年生たち
から「学生同士が知り合う機会がない」「自分だけが授業に
ついていけていないのではないか」という切実な思いを幾度
となく聴きました。キャンパスで仲間と出会えず、雑談したり
お互いに様子を確かめたりしながらの学生生活をおくること
ができないのですから、孤立感や物足りなさを感じたり、見
通しのもてなさから焦りや不安に駆られるのも当然でしょ
う。それは2年生以上も同様で、授業、サークル、友人関係、進
路決定と、様々な局面で困難に直面しているという声を学生
たちから聴いています。
　コロナ禍の中、大学キャンパスは交流と活動の場、あるい
は居場所としての機能を果たすことが難しくなりました。そ
こで相談室では、新学期を少しでも安心してスタートできる
ように、学生同士が交流できるようにと、4月中には入学時ア
ンケートや一人暮らしを始めた学生への個別電話連絡を、授
業開始直後の5月からは、認定ピア・サポーターの先輩たち
と一緒に新入生の不安や疑問に答える「新学期相談フェア」

を10日間開催したのを皮切りに、週1、2回のペースで全16
回のテレビ会議システムを使ったイベントを継続してきまし
た。また、学生相談活動のもう一方の軸であるカウンセリン
グでは、年度当初の遠隔相談に加え6月からは対面相談を
再開、お盆休み前までに45名の学生と300件超の面接を行
い、学生全体の来談率は7%（1年生は5%）でした。
　しかし、私たちカウンセラーは、学生たちの潜在的なニー
ズにまだまだ応え切れていない危機感を感じています。事
実、上述を含めた全体の利用件数は1,008件と例年同時期
の68%に過ぎず、中でも1年生のカウンセリング来談者数は
例年同時期の38%と低調でした。大学へ来たついでにふら
りと立ち寄れる気軽さのない今、相談室をより身近に感じて
もらい利用しやすくなることを、夏休みか
ら後期の課題としたいと思います。なお、
相談室は年間を通じて開室しています。学
生はもちろん保護者のみなさまもお気軽
にご連絡ください（☞）。

主任カウンセラー　設樂 友崇

学生相談室

保健室

　保健室は毎年2000人前後の来室者がありますが、今年は
数えられる程の学生としかお会いしていません。前期はすべ
て遠隔での授業を実施しているからです。来談に代わり現
在、保健室の相談は、電話、メール、Meetなどで行っていま
す。その中では電話対応が一番多く、在宅時間が増えたこと
による身体の不調の相談や、慣れない遠隔授業での不安感
や易疲労感の訴え、アルバイト先での感染不安の相談等が
ありました。相談を受け、「大学の状況が分かって良かった」
「話せて少し安心した」などの声をいただいております。おひ
とりで悩まずに、ぜひ連絡していただければと思います。
　さて、保健室では、新型コロナウイルス感染症対策本部や
各部署と協力・連携しながら衛生管理の最前線に立ち、学生
や教職員、関係者により安心、安全に大学を利用していただ
けるように感染症対策を実施しています。具体的には、少人
数で必要な場合に限り対面授業が可能ですが、授業中は常

時換気を行い、ソーシャルディスタンスを保ち、3密回避の徹
底をしています。使用した教室は消毒を実施し、手続き等で
利用する事務棟はカウンターにビニールシールドを3台設置
し飛沫感染予防を実施しています。また、1日2回事務棟の消
毒清掃を実施、トイレや自動販売機、エレベーターのボタン
等も定期的に消毒を行っています。学生に対しては、来学前
はご家庭での体温計測をお願いしているところですが、体温
計測を忘れた場合には保健室等で発熱の有無を確認し入室
してもらいます。皆様の生命・健康を守るために、今後も感
染予防対策にご理解ご協力をお願いいたします。
　保健室は学生が出入りする講義棟の入口近くにあります。
今年も講義棟外回廊の柱に多くのツバメが巣を作り子育て
している賑やかな鳴き声が響いていました。来年は学生たち
の賑やかな声を聞けたらと心待ちにしています。

保健室の現在の様子について 保健師　雨宮 加奈

楽しみな山梨英和の学生
　今年の4月より赴任しました。遠隔授業のため、1度だけリモートの操作を教えてもらうために大竹先生に
お会いした以外、まだキャンパスに入ったことのない状態が続いています。そのため手続き上でわからない
ことが多く、事務の方にはその都度丁寧に教えてもらっています。
　前任校では企業経済学を中心とした授業を受け持っていましたが、山梨英和では、「経営学」「グローバル
経済」「金融」「地場産業」、これにゼミが２つというように、実にバラエティに富んだというか、準備に大変な
授業構成となっています。
　遠隔授業はもちろん初めての経験ですが、伝達だけであれば効果的のようです。ただこれだけであれば
不安ですので、前期は都合7回課題を出したのですが、非常に良い回答があることに少し驚くとともに、山梨
英和の学生のポテンシャルを感じています。
　学生一人一人の表情や反応がまったくわからない状態ですが、ちょっと強めに言葉を発して相手のやる気を引き出すという私なり
の教育方針が果たして通用するのか、まだ確信が持てません。ただ、山梨英和の学生はおとなしいといったことを聞きますが、そうで
もないという印象を持っています。

 教授（特任）　宮本 光晴

新任教員紹介

変わっていくもの、変わらないもの
　昭和の終わり近くに日本語教育の道に入って、もう35年になります。「エヴァンゲリオンっていう面白いテ
レビアニメがありますよ」と教えてくれた香港の自称オタクな留学生はもう還暦を過ぎていますし、民主化
デモと３年間の兵役を終えて来日した韓国の大人びた留学生も今や定年を迎えたりしています。日本も世
界も大きく変わりました。今も大きく変わり続けています。それでも、変わらないもの、変わってほしくない
ものもあります。それは何より自分の未来を切り開きたい、そのための能力を身につけたいと願う学生の意
欲や向上心であり、それを手助けしたいと欲する教員の意志や情熱でしょう。
　日本語教育もたゆまぬ深化と発展を遂げています。しかし、言語というものがコミュニケーションの道具
であると同時に、それ自体が人間形成や世界認識に関わるということは太古からまったく変わりません。私
が特に強い関心を持っているのは、日本語の読解力を深化させる教授法、あるいはそのための教材開発ですが、学生が文章の一行、
一段落をよむたびに、何か新しい発見や疑問が生じてくるような、大げさに言えば世界が広がっていくようなスリリングで充実感のあ
る授業を可能にする努力がつづけていければと思っています。

専任講師（特任）　高見 研一

学生が書いた手紙と
石鹸を添えた寄付の品
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い、学生全体の来談率は7%（1年生は5%）でした。
　しかし、私たちカウンセラーは、学生たちの潜在的なニー
ズにまだまだ応え切れていない危機感を感じています。事
実、上述を含めた全体の利用件数は1,008件と例年同時期
の68%に過ぎず、中でも1年生のカウンセリング来談者数は
例年同時期の38%と低調でした。大学へ来たついでにふら
りと立ち寄れる気軽さのない今、相談室をより身近に感じて
もらい利用しやすくなることを、夏休みか
ら後期の課題としたいと思います。なお、
相談室は年間を通じて開室しています。学
生はもちろん保護者のみなさまもお気軽
にご連絡ください（☞）。

主任カウンセラー　設樂 友崇

学生相談室

保健室

　保健室は毎年2000人前後の来室者がありますが、今年は
数えられる程の学生としかお会いしていません。前期はすべ
て遠隔での授業を実施しているからです。来談に代わり現
在、保健室の相談は、電話、メール、Meetなどで行っていま
す。その中では電話対応が一番多く、在宅時間が増えたこと
による身体の不調の相談や、慣れない遠隔授業での不安感
や易疲労感の訴え、アルバイト先での感染不安の相談等が
ありました。相談を受け、「大学の状況が分かって良かった」
「話せて少し安心した」などの声をいただいております。おひ
とりで悩まずに、ぜひ連絡していただければと思います。
　さて、保健室では、新型コロナウイルス感染症対策本部や
各部署と協力・連携しながら衛生管理の最前線に立ち、学生
や教職員、関係者により安心、安全に大学を利用していただ
けるように感染症対策を実施しています。具体的には、少人
数で必要な場合に限り対面授業が可能ですが、授業中は常

時換気を行い、ソーシャルディスタンスを保ち、3密回避の徹
底をしています。使用した教室は消毒を実施し、手続き等で
利用する事務棟はカウンターにビニールシールドを3台設置
し飛沫感染予防を実施しています。また、1日2回事務棟の消
毒清掃を実施、トイレや自動販売機、エレベーターのボタン
等も定期的に消毒を行っています。学生に対しては、来学前
はご家庭での体温計測をお願いしているところですが、体温
計測を忘れた場合には保健室等で発熱の有無を確認し入室
してもらいます。皆様の生命・健康を守るために、今後も感
染予防対策にご理解ご協力をお願いいたします。
　保健室は学生が出入りする講義棟の入口近くにあります。
今年も講義棟外回廊の柱に多くのツバメが巣を作り子育て
している賑やかな鳴き声が響いていました。来年は学生たち
の賑やかな声を聞けたらと心待ちにしています。

保健室の現在の様子について 保健師　雨宮 加奈

楽しみな山梨英和の学生
　今年の4月より赴任しました。遠隔授業のため、1度だけリモートの操作を教えてもらうために大竹先生に
お会いした以外、まだキャンパスに入ったことのない状態が続いています。そのため手続き上でわからない
ことが多く、事務の方にはその都度丁寧に教えてもらっています。
　前任校では企業経済学を中心とした授業を受け持っていましたが、山梨英和では、「経営学」「グローバル
経済」「金融」「地場産業」、これにゼミが２つというように、実にバラエティに富んだというか、準備に大変な
授業構成となっています。
　遠隔授業はもちろん初めての経験ですが、伝達だけであれば効果的のようです。ただこれだけであれば
不安ですので、前期は都合7回課題を出したのですが、非常に良い回答があることに少し驚くとともに、山梨
英和の学生のポテンシャルを感じています。
　学生一人一人の表情や反応がまったくわからない状態ですが、ちょっと強めに言葉を発して相手のやる気を引き出すという私なり
の教育方針が果たして通用するのか、まだ確信が持てません。ただ、山梨英和の学生はおとなしいといったことを聞きますが、そうで
もないという印象を持っています。

 教授（特任）　宮本 光晴

新任教員紹介

変わっていくもの、変わらないもの
　昭和の終わり近くに日本語教育の道に入って、もう35年になります。「エヴァンゲリオンっていう面白いテ
レビアニメがありますよ」と教えてくれた香港の自称オタクな留学生はもう還暦を過ぎていますし、民主化
デモと３年間の兵役を終えて来日した韓国の大人びた留学生も今や定年を迎えたりしています。日本も世
界も大きく変わりました。今も大きく変わり続けています。それでも、変わらないもの、変わってほしくない
ものもあります。それは何より自分の未来を切り開きたい、そのための能力を身につけたいと願う学生の意
欲や向上心であり、それを手助けしたいと欲する教員の意志や情熱でしょう。
　日本語教育もたゆまぬ深化と発展を遂げています。しかし、言語というものがコミュニケーションの道具
であると同時に、それ自体が人間形成や世界認識に関わるということは太古からまったく変わりません。私
が特に強い関心を持っているのは、日本語の読解力を深化させる教授法、あるいはそのための教材開発ですが、学生が文章の一行、
一段落をよむたびに、何か新しい発見や疑問が生じてくるような、大げさに言えば世界が広がっていくようなスリリングで充実感のあ
る授業を可能にする努力がつづけていければと思っています。

専任講師（特任）　高見 研一

学生が書いた手紙と
石鹸を添えた寄付の品
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2019年度山梨英和大学後援会決算書

２０２０年度山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金
前 期 会 費 ＠10,000×502名
後 期 会 費 ＠10,000×453名
雑 収 入 (2019年5月1日現在普通預金金利0.001％）

＠10,000×524名
＠10,000×513名
(2020年5月1日現在普通預金金利0.001％）

合 計

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

差　　異 摘　　要

　支出の部 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

会報印刷代(205,642円）、
総会資料印刷代他

理事会・総会茶菓子代他

設備補助積立金会計へ繰入
 (前期会費納付者数@2,000×502名)

卒業記念品 (@2,244×140個+
振込手数料550円）
山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×490名）

就職活動諸費協力金
（就職指導・企業訪問/1,386,500円）
就職採用試験文章対策セミナー講師料（13,500円）

かけはし学生執筆謝礼（3名）

ﾗﾍﾞﾙ用紙代、ハガキ用紙代他

紅楓祭（564,000円@1,000×564名）、
保護者懇談会（143,314円）
売店（コンビニ）運営費補助(300,000円）

売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助(30万）他

大学広報活動補助

理事会・総会通知郵送代、
会報かけはし郵送代他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費

用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費

広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費

予 備 費
次年度繰越金
合 計

２０１９年度 山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 予　　算

予　　算

決　　算 差　　異  摘　　要
前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入） 本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×502名)
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息  (2019年5月1日現在普通預金金利0.001％）
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）　　  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続  

次年度繰越金
合 計

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日

2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.2%）

(預金期間年利率0.06%）

(預金期間年利率0.03%）

(預金期間年利率0.03%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.01%）

(預金期間年利率0.01%）

2020年5月22日（満期日）見込額（※）

※ 2019年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

※ 2019年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

2020年5月21日（満期日）見込額（※）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 決　算予　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2020年度 山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入）   
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金

次年度繰越金
合 計

収入の部

（単位：円）

前年度繰越金
前 期 会 費
後 期 会 費
雑 収 入
合 計

　支出の部 （単位：円）

科　　目 差　　異 摘　　要

ハガキ用紙、角２封筒代（2,000枚）他

後援会会報印刷代(22万）、総会等資料印刷代他

設備補助積立金会計へ繰入
 (前期会費納付者数@2,000×524名)

就職活動諸費協力金
（就職指導・企業訪問・就職強化費）
大学広報活動補助
会員・学生慶弔費

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×513名）
かけはし学生執筆謝礼他

通知郵送代
後援会報郵送代(＠140×524名)他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費
広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

収入の部

61,097 
5,040,000 
4,920,000 

21 
10,021,118 

556,365 
5,240,000 
5,130,000 

17 
10,926,382 

61,097 
5,040,000 
4,920,000 

21 
10,021,118 

495,268
200,000
210,000

△ 4
905,264

11,709,289 
1,008,000 

0 
93 

12,717,382 

0 

0 

12,717,382 
12,717,382 

0

0

12,713,389 
12,713,389 

0

0

3,993
3,993

12,717,382 
8,028,815 
20,746,197 

12,713,389 
8,028,815 
20,742,204 

3,993
0

3,993

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 

8,027,453 8,028,133 680 28,133 
2017年5月21日 2018年5月21日 8,026,773 8,027,453 680 27,453

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2015年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日

2019年5月21日 2020年5月21日

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 
8,027,453 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 
680 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 
27,453 

11,709,289 
1,004,000 

0 
100 

12,713,389 

10,000 
30,000 

100,000 

130,000 

250,000 

0 

1,008,000 

1,200,000 

1,400,000 

1,400,000 
50,000 

320,000 

3,936,000 

10,000 

100,000 
77,118 

10,021,118 

9,390 
16,531 

0 

139,142 

207,656 

0 

1,004,000 

1,007,314 

1,400,000 

1,400,000 
0 

314,710 

3,920,000 

6,000 

0 
556,365 
9,981,108 

610
13,469

100,000

△ 9,142

42,344

0

4,000

192,686

0

0
50,000

5,290

16,000

4,000

100,000
△ 479,247
40,010

10,000 
30,000 
100,000 

200,000 

250,000 

0 

1,048,000 

1,200,000 

1,400,000 
1,400,000 
50,000 

220,000 

4,104,000 

10,000 
100,000 
804,382 

10,926,382 

10,000 
30,000 
100,000 

130,000 

250,000 

0 

1,008,000 

1,200,000 

1,400,000 
1,400,000 
50,000 

320,000 

3,936,000 

10,000 
100,000 
77,118 

10,021,118 

0
0
0

70,000

0

0

40,000

0

0
0
0

△ 100,000

168,000

0
0

727,264
905,264

61,097 
5,020,000 
4,900,000 

11 
9,981,108 

0
20,000
20,000

10
40,010

0
4,000

0
△ 7
3,993

本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×524名)

(2020年5月1日現在普通預金金利0.001％）

学生会館（クラブハウス）内設置備品購入の
ための定期積立金（普通預金口座から振替）  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続  

12,713,389 
1,048,000 

0 
108 

13,761,497 

0 

0 

13,761,497 
13,761,497 

0

0

12,717,382 
12,717,382 

0

0

1,044,115
1,044,115

11,709,289 
1,008,000 

0 
93 

12,717,382 

1,004,100
40,000

0
15

1,044,115

8,028,133 8,028,815 682 28,815 
2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.01%）

2020年5月21日 2021年5月21日
※ 2020年5月7日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

8,028,815 8,029,497 682 29,497 2021年5月21日（満期日）見込額（※）

8,027,453 8,028,133 680 28,133

2019年5月21日 2020年5月21日 8,028,133 8,028,815 682 28,815 

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2021年5月21日（満期日）見込額（※）
13,761,497 
8,029,497 
21,790,994 

12,717,382 
8,028,815 
20,746,197 

1,044,115
682

1,044,797
※ 2020年5月7日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）
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画 ： 清宮 明日香さん（３年）


